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大きな課題があり、一朝一夕に解決

できるものではありません。しかし、

航空旅客の分野では、すでに eチケッ

トの普及が進み、入国審査も一部の

国では生体認証などにより電子的に

進められるようになりつつあります。

まさに社会全体は「ペーパーフリー」

の方向に進んでいるといっても過言

ではありません。

　航空貨物の分野においても、事

前申告制度の適用による輸入通関の

迅速化など、電子化による業務の効

率化は一部で実現しつつあります。

JALCARGO は 将 来 の Air Waybill

電子化を検討するうえでの準備プロ

ジェクトとなるMIP への参加を通じ

て、日本の航空貨物業界のペーパー

フリー化と業務効率化に積極的に

貢献していきたいと考えています。

計・分析し、両者でレビューするこ

とによって、データの信頼性を高め

ていく取り組みです。

　JALCARGO は IATA および CCS

ジャパンの協力のもと、５月１日以

降に受信した FWB、FHLからエラー

の集計・分析を開始しました。
（注）FWB、FHL とは、マスター AWB、ハ

ウスマニフェストの情報を電子化したものの

呼称です。データ形式や内容は、IATA Cargo 

Interchange Message Procedure（IATA 

Cargo IMP）に定められています。

航空貨物業界のペーパーフリー化
と業務効率化に積極的に貢献
　e-freight の構想を実現するため

には、各国各様となっている税関提

出書類、動植物検疫書類などを、共

通の電子フォームに統一するという

　JALCARGOは５月１日より、IATA 

e-freight Message Improvement 

Programme（MIP）に参加いたしま

した。

ペーパーフリー化を目指す
　航空貨物貿易で必要となる各種書

類の電子化により、業務の「ペーパー

フリー」化を目指す e-freight への取

り組みが、イギリス、オランダ、カ

ナダ、シンガポール、香港といった

地域で、税関、フォワーダー、航空会

社を交えて進められています。IATA

では、貿易書類の電子化には、これ

らのパイロット・プロジェクトを皮

切りに、①航空会社とフォワーダー

間での AWB情報の電子化準備②各

国政府、税関を交えて、AWB以外の

貿易書類の電子化推進③ e-freight の

ためのシステム・プラットフォーム

構築（ベンダーの募集など）̶̶を順

次進めていく方針です。

MIPとは
　MIP は、さまざまな航空貿易書類

のうち、マスターおよびハウス・マニ

フェストの電子化のためのプロジェ

クトとして位置づけられます。フォ

ワーダーから航空会社への FWB、

FHL データ送信におけるエラーを集

IATA e-freight Message Improvement 
Programmeに参加

●IATA e-freight

http://www.iata.org/stbsupportportal/efreight/index.htm

●MIP

http://www.iata.org/stbsupportportal/efreight/
MessageImprovementProgramme-MIP.htm

● IATA Japan   ☎ 03-3595-1879

　また、当社のMIP への取り組みにつきましては、下記までお問い合わ

せください。

●日本航空インターナショナル 貨物郵便本部 企画マーケティング部

担当：早田、杉浦

☎03-5460-3813

IATA e-freight、IATA e-freight MIPの詳細につきましては、以下をご覧ください。



 

　

相
互
の
経
済
、
人
的
交
流
を
含
め
、
ま
す

ま
す
緊
密
さ
を
増
す
日
本
と
台
湾
。
Ｊ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
高
ま
る
日
台
間
の
物
流
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
を
図
る
と
共
に
、
一
段
と
充
実
し
た
供

給
力
と
「
こ
だ
わ
り
の
品
質
」
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
積
極

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
と
台
湾
間
の
交
流
は
、
経
済
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
進

展
し
て
い
ま
す
。
人
的
往
来
も
活
発
で
、
昨

年
の
台
湾
か
ら
の
訪
日
者
数
は
、
香
港
に
次

い
で
二
番
目
と
な
る
百
二
十
八
万
人
に
達
し

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
の
訪
台
者
数
は

百
十
六
万
人
で
、
訪
台
者
の
国
別
順
位
で
日

本
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
日
本
ア
ジ
ア
航
空
は

日
本
│
台
湾
間
を
結
ぶ
翼
と
し
て
、
相
互

の
交
流
促
進
の
一
端
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
一
日
の
国
土
交

通
省
に
よ
る
「
日
本
・
台
湾
航
空
関
係
に
関

す
る
民
間
協
会
間
の
合
意
に
つ
い
て
」
の
発

表
を
受
け
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
に
日
本

航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
日
本
ア
ジ
ア

航
空
は
統
合
し
、
日
台
路
線
は
日
本
航
空
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
運
航
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

台
湾
は
日
本
か
ら
飛
行
機
で
わ
ず
か
三
時

間
。
東
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ
九
州
よ
り
一
回
り

小
さ
な
台
湾
島
と
、
そ
の
周
辺
の
島
々
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。
台
湾
島
に
は
フ
ォ
ル
モ
サ

（Form
osa

）
と
い
う
別
称
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
原
義
と
し
て
お

り
、
か
つ
て
台
湾
沖
を
通
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
船
の
航
海
士
が
、
そ
の
美
し
さ
に
感
動
し

て
「
美
し
い
島
」
と
呼
ん
だ
の
が
由
来
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
小
さ
な
島
々
に
は

サ
ン
ゴ
礁
が
広
が
り
、
新
鮮
な
海
産
物
も
豊

富
で
す
。
ま
た
、
台
湾
島
の
中
央
に
は
山
脈

が
走
り
、
最
高
峰
の
玉
山
の
ほ
か
、
阿
里
山
、

日
月
潭
な
ど
、
山
岳
部
の
観
光
地
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

首
都
・
台
北
は
台
湾
随
一
の
大
都
会
で
、

近
代
的
な
ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
郊
外
に
は

陽
明
山
や
北
投
、
烏
来
な
ど
の
温
泉
地
も
あ

り
ま
す
。
南
部
の
中
心
地
で
あ
る
高
雄
は
工

業
・
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
が
、

亜
熱
帯
気
候
の
台
北
と
は
異
な
る
熱
帯
気
候

で
、街
中
に
は
南
国
情
緒
が
満
ち
て
い
ま
す
。

　

台
湾
で
は
北
部
の
新
竹
や
台
南
、
台
中
と

い
っ
た
科
学
工
業
園
区
の
開
発
が
促
進
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
日
本
と
の
距
離
が
短

い
と
い
う
地
理
的
条
件
か
ら
、
日
台
間
の
輸

出
入
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
か
ら
の
輸
出
は
半
導
体
製
造
装
置
や

液
晶
関
係
が
中
心
で
す
。
ま
た
、
台
湾
か
ら

の
輸
入
は
、
液
晶
、
Ｉ
Ｔ
、
通
信
、
自
動
車

関
連
な
ど
の
一
般
ド
ラ
イ
貨
物
が
全
体
の
三

日
台
交
流
を
支
え
た

日
本
ア
ジ
ア
航
空

分
の
二
を
占
め
、
残
り
の
三
分
の
一
が
養
殖

ウ
ナ
ギ
の
ほ
か
、
マ
グ
ロ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
パ

パ
イ
ヤ
な
ど
の
果
物
、
ラ
ン
な
ど
の
生
花
と

い
っ
た
生
鮮
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ナ
ギ

は
鮮
度
を
損
な
わ
な
い
よ
う
南
部
の
養
殖
場

か
ら
陸
送
さ
れ
、
台
北
桃
園
空
港
近
辺
に
あ

る
梱
包
工
場
内
で
便
出
発
の
直
前
に
梱
包
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
一
年
の
台
湾
政
府
に
よ
る
中
国

大
陸
へ
の
投
資
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
台
湾

の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど
の
生
産
拠
点

が
相
次
い
で
大
陸
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
台
湾
か
ら
大
陸
へ
の
半
製
品
、
部

材
な
ど
の
輸
出
が
急
増
。
二
〇
〇
七
年
の
貿

易
統
計
で
は
、
輸
出
総
額
の
四
〇
・
七
％
を

香
港
、
中
国
向
け
が
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
完
成
品
は
中
国
か
ら
欧
米

や
日
本
に
輸
出
さ
れ
て
お
り
、「
商
流
は
台

湾
」「
物
流
は
中
国
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

大
陸
と
の
経
済
一
体
化
が
急
速
に
進
む
に
つ

れ
、
日
本
か
ら
台
湾
、
台
湾
か
ら
中
国
、
中

国
か
ら
欧
米
・
日
本
と
い
っ
た
商
流
、
物
流

の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

台
湾
と
の
経
済
一
体
化
が
進
む
中
国
。
そ

の
中
国
か
ら
の
貨
物
ス
ペ
ー
ス
も
さ
ら
に
充

実
さ
せ
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
は
、
商
流
、

物
流
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
、
お
客
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
の
二
〇
〇
八
年
サ

マ
ー
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
貨
物
便
と
し

充実したネットワークと
サービス品質で、
日台間の物流ニーズに
お応えするJALCARGO

美
し
い
島　

台
湾

大
陸
と
の
経
済
一
体
化
で
、

変
容
す
る
商
流
と
物
流

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
の
取
り
組
み



 

て
日
本
ア
ジ
ア
航
空
が
運
航
し
て
い
た
便

数
と
同
様
の
成
田
発
着
便
（
週
間
五
便
）

に
加
え
、
関
西
発
着
の
週
間
二
便
を
新
設

い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
台
北
発
で
は
、

関
西
、
成
田
に
そ
れ
ぞ
れ
チ
ャ
イ
ナ
・
エ

ア
ラ
イ
ン
と
の
営
業
協
力
便
を
週
一
便
運

航
。
成
田
、
名
古
屋
、
関
西
発
着
の
旅
客

便
（
週
間
五
十
六
便
）
を
合
わ
せ
、
週
間

六
十
五
便
の
貨
物
ス
ペ
ー
ス
を
ご
提
供
い

た
し
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

ま
た
、
日
本
ア
ジ
ア
航
空
の
空
港
に

お
け
る
貨
物
取
り
扱
い
は
、
従
来
か
ら

Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｇ
Ｏ
が
担
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
一
般
貨
物
は
も
ち
ろ
ん
、
半

導
体
製
造
装
置
と
い
っ
た
精
密
機
械
な
ど

も
含
め
、
長
年
培
っ
て
き
た
高
度
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
ベ
ー
ス
に
品
質
の
維
持
・
向
上
に

努
め
、
お
客
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る

輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
て
ま
い
り
ま

す
。
な
お
、
今
般
の
統
合
に
伴
い
、
お
客

さ
ま
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
四
月

以
降
、
一
部
取
り
扱
い
上
屋
を
変
更
い
た

し
ま
し
た
（
表
２
参
照
）。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
さ
ら
に
質
の
高
い
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
Ｊ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ａ

Ｒ
Ｇ
Ｏ
を
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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フロントライン

国内貨物最前線【大阪（関西国際）空港】

いった貴重な動物たちの輸送経験も

有し、お客さまニーズにお応えする

ためのノウハウを日々、蓄積してい

ます。

　わが国有数の物流拠点である関西

国際空港。JALCARGOは世界と日

本各地を結ぶ同空港で、高度なノウ

ハウを生かし、これからもお客さま

のビジネスのお役に立ちたいと考え

ています。

し、JALCARGO の広範な国内線

ネットワークと高品質なサービスに

より、お客さまからお預かりした大

切な貨物を、日本各地へ安全・確実・

迅速にお届けしています。

　上屋では、輸入貨物の形状や搭載

便機材に適した積み替え作業を行う

と共に、生鮮貨物についても輸送中

の水漏れによる漏損が発生しないよ

う、防水資材を積極的に活用して

います。また、イルカやトナカイと

　空港島と対岸の泉佐野市を結ぶ

「関西国際空港連絡橋」は、三角形

をつないだ構造のトラス橋として世

界最長の 3750 メートルを誇り、空

港内の国内貨物地区に隣接する展望

ホールからは、連絡橋のみならず、

晴れた日には大阪、和歌山、兵庫、

奈良、そして四国・徳島まで見渡す

ことができます。

　JALCARGO 国内貨物上屋（約

800 平方メートル）は、国際空港

特有の輸入貨物の国内転送機

能も担っており、海外から輸

入される色彩豊かな花や南国

の果物、北欧のサーモンなど

を日本各地に輸送しているほ

か、近隣の和歌山県や奈良県

で収穫される特産の梅や桃と

いった鮮度が重要視される貨

物も多く取り扱っています。

国内貨物上屋の取扱量は、郵

便も含め月間数千トンに達

青島発煙台向けのロード・フィーダー・サービスを開始

　中国山東省第２位の産業都市で

あり、近年注目度が増している煙

台。山東半島の中央北部に位置す

るこの港湾都市は、投資環境にも

優れ、物流需要も高まる一方です。

こうしたお客さまニーズにお応え

するため、JALCARGOはこのほど、

青島から煙台向けのロード・フィー

ダー・サービスを開始いたしまし

た。

　JALCARGOがご提供する中国地

方都市向けフィーダー・サービス

「ニイハオ・エクスプレス」は、今

般の煙台向けサービスを加え、ト

ラックで11都市、エアで11都市と、

ますます充実。今後もより一層の

ご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。

空港島から眺めた連絡橋 国内貨物上屋内

成都（CTU）　重慶（CKG） 

桂林（KWL）   瀋陽（SHE） 

長沙（CSX）    福州（FOC）

合肥（HFE）     鄭州（CGO）

貴陽（KWE）   済南（TNA）

太原（TYN） 

南京（NKG） 寧波（NGB） 

杭州（HGH）蘇州（SZV）   

無錫（WUX） 武漢（WUH）    

重慶（CKG）   成都（CTU） 

福州（FOC）   汕頭（SWA） 

煙台（YNT） 

厦門（XMN） 

青島（TAO） 

上海（PVG） 
上海（PVG） 

発　地 仕向け地 発　地 仕向け地 

トラック エア 

「青島発煙台向け新サービス」運行スケジュール 「ニイハオ・エクスプレス」サービスご提供都市 

月・火・水・木・金 

曜　日 青島（TAO）発 煙台（YNT）着 

14:00（現地時間） 17:30（現地時間） 

・上記は旅客便到着に合わせてのトラックになります。              

・貨物便到着からのトラックは別途アレンジが可能です。 

・詳細はJALカーゴセールスまでお問い合わせください。 


